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決算特別委員会　委員長報告（要旨）
　●歳出の主なもの
　　・総務費／支出済額…14億4,156万9千円…（前年度比6.9％の増）
　　・民生費／支出済額…46億1,641万1千円…（前年度比2.3％の減）
　　・衛生費／支出済額… 9億3,215万3千円…（前年度比10.3％の増）
　　・土木費／支出済額…11億6,245万8千円…（前年度比3.４％の減）
　　・教育費／支出済額……17億612万4千円…（前年度比20.4％の増）　※増の要因は忠海小中一貫校整備費
■特別会計の決算合計額
　●歳入決算額…86億484万3千円　　●歳出決算額…85億2,524万6千円

　詳細審査においての各委員からの主な質疑の内容
　　1．市税滞納については、滞納する前の積極的な対応の必要性について
　　2．各委託料については、その契約方法
　　3．職員の採用については、スポーツ枠など専門性を有する職員の採用枠の確保の検討を
　　4．入札制度については、地元企業の育成を図るものに
　　5．竹原ブランド開発推進については、地元特産品の開発に力を入れるよう
　　6．地域公共交通については、ニ－ズに合った交通網の維持改善を
　　7．地方創生については、専門家を活用して元気な竹原市の形成を
　　8．住宅改修事業については、手続きをより簡素化し活用の拡大を
■総括質疑における委員からの意見の内容
　　1．地域おこし協力隊の継続性を検討し定住へのバックアップを
　　2．子育て支援対策としての放課後児童クラブの在り方
　　3．町並みや美術館、古民家を活用した観光資源について
　　4．災害に強い道路網の整備を（国道185号線の大井バス停付近の拡幅、県道…竹原・吉名線の早期着工）
　　5．小規模急傾斜地を含めた急傾斜地の早急な整備を
　　6．行政改革を進める中で市有財産の有効活用と老朽化している市営住宅のあり方
　　7．公共下水道の抜本的見直し後の将来展望について

◆議案第44号「平成27年度竹原市水道事業決算認定について」
　●収益的収入および支出
　・消費税計算に伴う税込額　　　収入総額…………9億1,654万3千円
　　　　　　　　　　　　　　　　支出総額…………7億6,793万2千円（差引　1億4,861万1千円の当年度利益）
　　　　　　　　　　　税抜き額で収入総額…………8億5,354万3千円
　　　　　　　　　　　　　　　　支出総額…………7億1,857万1千円（差引　1億3,497万2千円の純利益）

　・資本的収入及び収支　…税込額で収入総額…………… 2,194万9千円
　　　　　　　　　　　　　　　　支出総額…………2億8,639万2千円（差引　2億6,444万3千円の不足）
　…　　※…この不足額につきましては、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額と当年度分損益

勘定留保資金、減債積立金、建設改良積立金で補填
■詳細審査での委員からの質疑
　　水道事業滞納対策については慎重な対応を

� 審査の結果、2議案とも賛成多数により原案認定 �
　　…　以上が決算認定の結果でありますが、委員会審査の過程において委員各位から貴重な指摘、要望
及び意見が述べられており、これらの点を含め今後の行政執行の上で留意され、改善を図られるよ
う、要望すると共に、新年度予算編成においても十分に反映されることを要請し、決算特別委員会
の委員長報告といたします。
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決算特別委員会　委員長報告（要旨）
委員長　大川弘雄　　副委員長　堀越賢二　　　　

　本委員会は、平成28年第3回定例会中に議長、監査委員を除く12名で構成される特別委員会と
して設置され、議案第43号「平成27年度竹原市歳入歳出決算認定について」、議案第44号「平
成27年度水道事業決算認定について」これら2議案の付託を受け、9月9日に召集された委員会に
おいて正副委員長を選任し、9月9日から9月26日まで部ごとの詳細審査に加え、市長の出席を得
ての総括質疑を行うなど計5回に亘る委員会を開催しました。

■審査日程
　９月６日　本会議にて決算特別委員会を設置
　９月９日　正副委員長の互選　　　　　　　　　　　　　　出席者　市長、総務課長
　　　　　　審査日程
　　　　　　資料請求審議
　　　　　　前年度指摘、要望事項の報告、質疑　　　　　　出席者　…副市長、教育長、総務部長、企画振興部長、市民生活部長、…

福祉部長、建設部長、公営企業部長、教育次長、会計管理者
　９月20日　総務文教委員会関係集中審査　　　　　　　　　出席者　関係部課長
　　　　　　総務部、公営企業部（水道）、教育委員会、
　　　　　　会計課、選挙管理委員会、農業委員会、監査委員
　　　　　　および公平委員会関係の一般会計、特別会計
　９月21日　民生都市建設委員会関係集中審査　　　　　　　出席者　関係部課室長
　　　　　　市民生活部、福祉部関係の一般会計、特別会計
　９月23日　民生都市建設委員会関係集中審査　　　　　　　出席者　関係部課長
　　　　　　建設部関係の一般会計、特別会計
　９月26日　総括審査　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者　…市長、副市長、教育長、総務部長、企画振興部長、市民生活部長、…

福祉部長、建設部長、公営企業部長、教育次長、会計管理者
　　　　　　採　決

■審査にあたり
　…　予算の執行が関係法令の規定に準拠し適正かつ公平に執行され、期待された行政効果が達成されて
いるか、収入は適正に確保されているか、また財産が適正かつ公正に維持管理されているか等につい
て決算書ならびに決算付属資料はもとより必要に応じ資料の提出と執行部から説明委員の出席を求め、
詳細説明を聴取するなど慎重かつ厳正な審査が行われました。

■平成27年度予算
　…　人口減少に対応するため「ふるさと竹原の強みを活かした更なる挑戦」をテーマとした竹原市総合
計画の後期基本計画を策定し、特に力を入れて取り組んでいく施策を「チャレンジプロジェクト」と
して位置づけて、雇用の場の確保や子育て環境の充実などに取り組まれました。

◆議案第43号「平成27年度竹原市歳入歳出決算認定について」
　●平成27年度決算の概要
　　・一般会計　歳入決算額…125億7,490万1千円
　　　　　　　　歳出決算額…124億5,246万7千円
　　　　　　　　　　※歳入歳出差引額は1億2,243万4千円の黒字、翌年へ繰り越すべき財源4,423万8千円
　　　　　　　　　　※差し引いた実質収支は8,626万円の黒字
　●歳入の主なもの
　　・市　　　税　収入済額…37億2,586万2千円（前年度比1.8％の減）
　　　　　　　　　　　※収納率は滞納分を含めた全体で93.8％（前年度比0.9ポイントの上昇）
　　・地方交付税　収入済額…27億4,117万5千円（前年度比6.6％の増）
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　８月　４日　…全員協議会
　　　　　　　総務文教委員会（所管事務調査）
　８月１７日　議会運営委員会（定例会申し入れ）
　８月２４日　…広島中央環境衛生組合議会先進地視察（～８月２５日）…

福岡県久留米市・佐賀県伊万里市
　８月２９日　…総務文教委員会（所管事務調査　現地視察）
　８月３１日　議会運営委員会（会期前）
　９月　６日　第３回定例議会（～９月２９日）
　　　　　　　本会議
　９月　７日　第１回　総務文教委員会
　９月　８日　第１回　民生都市建設委員会
　９月　９日　第１回　決算特別委員会
　９月１２日　本会議　一般質問　（～９月１３日）
　９月１３日　議会だより編集委員会
　９月１４日　第２回　総務文教委員会
　　　　　　　第２回　民生都市建設委員会
　９月１５日　議会運営委員会（会期中）
　９月１６日　本会議
　９月２０日　第２回　決算特別委員会
　９月２１日　第３回　決算特別委員会

　９月２３日　第４回　決算特別委員会
　９月２６日　第５回　決算特別委員会
　９月２８日　議会運営委員会（会期中）
　９月２９日　本会議
　９月３０日　議会だより編集委員会
１０月１１日　全員協議会
　　　　　　　議会だより編集委員会
１０月１２日　…民生都市建設委員会行政視察（～１４日）
　　　　　　　…岐阜県中津川市・長野県松本市・…

長野県上田市
１０月１７日　広島県市議会議長会臨時会
１０月１８日　千葉県芝山町議会　来市
１０月１９日　総務文教委員会行政視察（～２１日）
　　　　　　　…愛知県清須市・三重県津市・…

三重県名張市・大阪府寝屋川市
１０月２４日　…広島県後期高齢者医療広域連合議会定例会
　　　　　　　大分県国東市議会　来市
　　　　　　　…市町村アカデミー研修　議員派遣（～２５日）
１０月２５日　香川県善通寺市議会　来市
１１月　４日　広島県市町総合事務組合議会定例会

平成２8年 第３回 定例会提出予定議案などの概要と付託委員会・本会議議決の結果

議案
番号 議　案　名 議　案　の　概　要 付託委員会 本会議採決

報告
第９号

平成 27 年度決算に基づ
く健全化判断比率及び資
金不足比率について

平成 27 年度決算に基づく健全化判断比
率及び資金不足比率について、議会に報
告するもの

報告

議案
第 41 号

人権擁護委員の推薦につ
き議会の意見を求めるこ
とについて

人権擁護委員中 原田 千鳥 委員は、平成
28 年 9 月 30 日をもって任期満了につき、
その後任委員を推薦しようとするもの

（原田 千鳥委員 再任）

原案
可決

議案
第 42 号

工事請負契約の締結につ
いて

吉名小中一貫校整備工事の請負契約を締
結するもの

総務文教
（原案可決）

原案
可決

議案
第 43 号

平成 27 年度竹原市歳入
歳出決算認定について 詳細は２・３ページ参照 決算特別

（原案認定）
原案
認定

議案
第 44 号

平成 27 年度竹原市水道
事業決算認定について 詳細は２・３ページ参照 決算特別

（原案認定）
原案
認定

議案
第 45 号

平成 28 年度竹原市一般
会計補正予算（第 2 号） 251,282 千円増　総額 13,237,505 千円 総務文教

（原案可決）
原案
可決

議案
第 46 号

平成 28 年度竹原市国民
健康保険特別会計補正予
算（第 2 号）

23,150 千円増　総額 4,177,554 千円 民生都市建設
（原案可決）

原案
可決

議案
第 47 号

平成 28 年度竹原市介護
補選特別会計補正予算

（第 1 号）
34,109 千円増　総額 3,327,109 千円 民生都市建設

（原案可決）
原案
可決

議 会 の う ご き
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市政に関する一般質問
＝9月定例会＝

　2016年9月定例会は6名の議員が市政について一般質問を行いました。…
　その概要について報告します。（紙面の都合上、質問項目の内容を要約していますので、ご了承ください。）
　質問等については、質問者が責任をもって記載しております。

一　般　質　問　事　項

◆…一般質問には、市政全般に亘る政策の内容や状況を質問するほか、行政姿勢を問う質問や…
発展的な提言を行う質問などがあります。

氏　名 質　問　タ　イ　ト　ル 頁

宮原　忠行
（快政会）

１　ラスパイレス指数是正に向けた給与改定方針について

6

２　 給与水準と全体の奉仕者としての自らの資質向上を図るための職員の 
モチベーション確保との関連性について

３　６月２２日発生の土砂災害への対応と今後の課題について

４　竹原市における自然災害資料の整理について

道法　知江
（公明党）

１　ＬＧＢＴについて

6２　Ｉ o Ｔ，ビッグデータ時代に向けた情報通信政策について

３　Ｂ型肝炎について

竹橋　和彦
（民政同志会）

１　新たな「教育委員会制度」について

7⑴　教育ビジョンについて

⑵　教育行政に対しての決意と教育方針について

今田　佳男
（無所属）

１　竹原市教育大綱について

7

２　熱中症対策について

３　ふるさと納税について

４　ごみステーションの設置，ごみの減量化について

５　地方公務員法の改正について

松本　　進
（日本共産党）

１　竹原市の消防・救急活動について
8

２　竹原市教育行政と教職員の長時間過密労働の解消について

宇野　武則
（無所属）

１　市長の公約について

8

２　市長と前市長との協議について

３　市庁舎移転問題について

４　銀行跡地公園並びに子育て支援住宅について

５　旧たけはらふれあい館について
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導
し
て
い
ま
す
。

Ｂ
型
肝
炎
に
つ
い
て

質
問

実
現
す
る
た
め
に
は
、
本

市
の
給
与
制
度
全
体
の
見

直
し
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
を

改
善
さ
せ
る
た
め
、
暫
定

的
な
給
与
カ
ッ
ト
や
昇
給

抑
制
な
ど
の
実
施
は
可
能

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
将
来
に
わ
た
っ
て
市

民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
給

与
制
度
と
し
て
運
用
し
て

い
く
た
め
に
は
、
組
織
の

あ
り
方
を
踏
ま
え
た
給
与

水
準
の
適
正
化
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
引
き
続
き
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
市
職
員
の
給
与
の
状
況

に
つ
き
ま
し
て
は
、
広
報

誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
、
公
表
し
て
お
り
ま

す
が
、
よ
り
わ
か
り
や
す

い
内
容
と
す
る
こ
と
は
市

政
運
営
の
透
明
化
の
う
え

で
も
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、

職
員
団
体
の
交
渉
の
プ
ロ

セ
ス
等
に
つ
き
ま
し
て
も
、

他
団
体
の
事
例
を
研
究
す

る
中
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

弁
さ
れ
た
給
料
表
の
是
正
、

職
員
給
与
の
全
国
並
び
に

県
内
他
団
体
と
の
比
較
が

一
目
瞭
然
と
な
る
公
表
の

仕
方
、
職
員
組
合
と
の
交

渉
等
の
公
表
の
検
討
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　ま
た
、
総
務
省
の
地
方

公
務
員
の
給
与
の
体
系
と

給
与
決
定
の
仕
組
み
に
よ

れ
ば
、
10
月
中
旬
頃
ま
で

に
は
、
給
与
改
定
方
針
を

決
定
し
、
組
合
交
渉
を
経

て
12
月
議
会
に
給
与
条
例

改
正
案
を
提
出
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　市
長
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
の
答
弁
を
踏
ま
え
て
ラ

ス
パ
イ
レ
ス
指
数
の
是
正

に
向
け
た
給
与
改
定
方
針

を
示
し
、
自
ら
職
員
組
合

と
の
交
渉
に
臨
み
、
結
果

を
出
す
と
い
う
不
退
転
の

決
意
と
覚
悟
を
も
っ
て
お

ら
れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答
弁
（
市
長
）

　
こ
れ
ま
で
も
申
し
上
げ

て
ま
い
り
ま
し
た
と
お
り
、

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
を
含

む
職
員
の
給
与
制
度
の
現

状
に
つ
き
ま
し
て
、
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
と
い
う
認

識
は
変
わ
っ
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
給
与
の
適
正
化
を

　乳
幼
児
期
に
受
け
た
集

団
予
防
接
種
で
、
注
射
器

を
連
続
使
用
（
昭
和
63
年

頃
ま
で
）
し
た
事
が
原
因

で
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
た
人
々
が
国
に
賠

償
を
求
め
、
２
０
１
１
年

６
月
に
基
本
合
意
し
て
か

ら
５
年
が
経
過
し
ま
す
。

　当
初
は
45
万
人
と
見
込

ん
で
い
ま
し
た
が
、
救
済

は
わ
ず
か
５
％
未
満
で
す
。

　一
日
も
早
く
安
心
し
て

治
療
に
専
念
で
き
る
よ
う

救
済
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

　そ
こ
で
、
ウ
イ
ル
ス
検

査
の
啓
発
、
給
付
制
度
の

周
知
と
自
己
開
示
請
求
の

迅
速
化
、
10
月
よ
り
０
歳

児
対
象
の
定
期
予
防
接
種

の
内
容
と
制
度
の
対
象
か

ら
漏
れ
る
０
歳
児
に
は
今

年
度
に
限
り
経
過
措
置
と

し
て
、
市
独
自
で
助
成
す

る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

答
弁
（
市
長
）

　
ウ
イ
ル
ス
検
査
実
施
の

平
成
14
年
か
ら
27
年
ま
で

の
累
積
受
診
は
23
％
で
す
。

　
竹
原
市
個
人
情
報
保
護

条
例
に
規
定
す
る
自
己
情

報
の
開
示
請
求
に
つ
き
ま

し
て
は
、
当
該
条
例
第
16

条
に
お
い
て
、
原
則
と
し

て
、
開
示
請
求
書
を
受
理

し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
15
日
以
内
に
開
示
の

諾
否
の
決
定
を
行
う
こ
と

と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
も
迅
速
に
手
続
を
行
っ

て
お
り
、
今
後
に
お
き
ま

し
て
も
、
引
き
続
き
適
切

に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
給
付
制
度
の
周
知
は
ポ

ス
タ
ー
掲
示
、
「
Ｂ
型
肝

炎
訴
訟
の
手
引
き
」
「
Ｂ

型
肝
炎
被
害
救
済
１
１
０

番
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
チ

ラ
シ
を
配
架
し
、
周
知
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
か
ら
始
ま
る
０

歳
児
を
対
象
と
し
た
定
期

予
防
接
種
は
接
種
年
齢
が

低
い
ほ
ど
良
好
な
免
疫
応

答
が
得
ら
れ
る
こ
と
や
小

児
期
に
お
け
る
水
平
感
染

を
予
防
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
ま
す
。

　
同
じ
０
歳
児
で
あ
っ
て

も
今
年
３
月
以
前
の
方
は

対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

新
た
な
制
度
が
創
設
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
本
市
と
し

て
も
対
応
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

道法　知江　議員

宮原　忠行　議員
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新
た
な
「
教
育
委
員
会

制
度
」
に
つ
い
て

質
問

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
す

答
弁
（
教
育
長
）

　
新
た
な
教
育
委
員
会
制

度
の
構
築
と
し
て
、
国
に

お
い
て
平
成
27
年
４
月
に

「
地
方
教
育
行
政
の
組
織

及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
」

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
教

育
行
政
の
責
任
体
制
の
明

確
化
、
迅
速
な
危
機
管
理

体
制
の
構
築
、
市
長
と
の

連
携
強
化
な
ど
が
図
ら
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
新
制
度
に
基
づ
き
、

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、

教
育
委
員
長
と
教
育
長
を

一
本
化
し
た
新
教
育
長
の

設
置
や
市
長
が
教
育
行
政

に
果
た
す
責
任
や
役
割
を

明
確
に
し
、
市
長
と
教
育

委
員
会
が
教
育
施
策
の
方

向
性
を
共
有
し
一
致
し
て

執
行
に
当
た
る
総
合
教
育

会
議
を
設
置
す
る
と
と
も

竹
原
市
教
育
大
綱
に
つ

い
て

質
問　竹

原
市
内
に
は
歴
史
と

伝
統
の
あ
る
県
立
高
校
が

２
校
あ
り
ま
す
が
、
生
徒

数
が
極
端
に
減
少
す
れ
ば
、

統
合
を
検
討
さ
れ
る
可
能

性
も
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　地
元
の
高
校
と
の
連
携

を
よ
り
深
め
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
お
考

え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
弁
（
教
育
長
）

　
現
在
高
校
の
教
員
に
よ

る
中
学
校
で
の
授
業
実
施
、

ク
ラ
ブ
活
動
の
合
同
練
習

な
ど
、
地
元
の
高
校
へ
の

進
学
に
向
け
た
取
組
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
地
域
の
よ
さ

を
柱
と
し
て
、
地
元
の
子

ど
も
達
が
地
元
の
学
校
で

系
統
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
小
学
校
・
中

学
校
・
高
等
学
校
の
連
携

を
さ
ら
に
深
め
て
ま
い
り

家
庭
づ
く
り
と
青
少
年
の

育
成
」
、
３
つ
目
の
柱
で

あ
る
「
生
涯
学
習
の
推
進
」

４
つ
目
の
柱
で
あ
る
「
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
の
振
興
」
５
つ
目
の

柱
で
あ
る
「
歴
史
文
化
の

保
存
、
継
承
、
活
用
に
つ

い
て
」
今
後
に
お
き
ま
し

て
も
、
教
育
大
綱
の
５
つ

の
柱
を
も
と
に
市
長
部
局

と
連
携
し
な
が
ら
、
「
子

ど
も
が
夢
を
も
ち
人
が
輝

く
ま
ち
づ
く
り
へ
の
挑
戦
」

を
教
育
施
策
の
基
軸
と
し

て
、
総
合
的
に
教
育
行
政

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問　会

議
の
透
明
化
を
図
る

た
め
に
も
、
会
議
録
の
公

表
は
さ
れ
ま
す
か
。

答
弁
（
教
育
長
）

　
新
教
育
長
に
な
っ
た
平

成
28
年
６
月
よ
り
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
公
表
い
た
し

ま
す
。

に
、
教
育
に
関
す
る
「
竹

原
市
教
育
大
綱
」
を
昨
年

11
月
に
策
定
し
、
５
つ
の

柱
を
施
策
体
系
と
し
て
、

教
育
目
標
や
施
策
の
根
本

的
な
方
針
を
定
め
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
次
世
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
に
対
し
て
の
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
大
綱
の
１
つ
目
の
柱

で
あ
る
「
学
校
教
育
の
充

実
」
を
掲
げ
て
お
り
、
「

『
知
』
・
『
徳
』
・
『
体

』
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

子
ど
も
の
育
成
」
及
び
「

夢
を
持
ち
、
子
ど
も
が
輝

く
教
育
の
実
現
」
を
目
指

し
、
「
就
学
前
教
育
の
推

進
」
「
確
か
な
学
力
の
向

上
」
「
豊
か
な
心
の
育
成
」

「
健
や
か
な
体
の
育
成
」

「
信
頼
さ
れ
る
学
校
の
推

進
」
「
充
実
し
た
教
育
環

境
づ
く
り
」
の
６
つ
の
重

点
施
策
を
中
心
に
、
グ
ロ

ー
バ
ル
な
視
野
と
ふ
る
さ

と
を
大
切
に
思
う
気
持
ち

を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
学
校
教
育
の
充
実
を
図

っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
教
育
以
外

に
つ
き
ま
し
て
も
、
２
つ

目
の
柱
で
あ
る
「
豊
か
な

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

質
問　熱

中
症
対
策
と
し
て
ミ

ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
の
設
置
を

検
討
さ
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

答
弁
（
教
育
長
）

　
現
在
、
一
部
の
学
校
に

お
い
て
試
験
的
に
設
置
し

て
お
り
、
そ
の
効
果
を
検

証
し
た
う
え
で
導
入
を
検

討
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い

て質
問　今

年
度
の
寄
付
金
額
の

状
況
、
寄
付
金
の
活
用
状

況
、
今
後
の
取
組
方
針
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
弁
（
市
長
）

　
今
年
度
の
寄
付
金
は
９

月
１
日
時
点
で
５
０
６
件
、

８
５
８
万
円
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
寄
付
金
は

「
竹
原
っ
こ
夢
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
財
源
と
し
て
活

用
を
図
る
と
と
も
に
、
一

部
を
地
域
振
興
基
金
に
積

立
て
を
行
っ
て
お
り
、
活

用
可
能
な
寄
付
金
額
が
増

加
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

今
後
も
寄
付
者
の
意
向
に

沿
い
な
が
ら
、
市
の
活
性

化
に
向
け
た
よ
り
有
効
な

活
用
方
法
を
検
討
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

地
方
公
務
員
法
の
改
正

に
つ
い
て

質
問　改

正
さ
れ
た
地
方
公
務

員
法
で
は
「
定
期
的
に
人

事
評
価
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　人
事
評
価
を
ど
の
よ
う

に
活
用
さ
れ
よ
う
と
し
て

お
ら
れ
る
か
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

答
弁
（
市
長
）

　
人
事
評
価
制
度
は
昨
年

度
に
試
行
を
行
い
、
本
年

度
か
ら
本
格
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

　
人
事
評
価
制
度
を
本
市

の
人
材
育
成
基
本
方
針
に

位
置
付
け
、
体
系
的
な
能

力
開
発
に
つ
な
げ
、
組
織

の
士
気
や
公
務
能
率
を
高

め
る
こ
と
で
、
結
果
と
し

て
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今田　佳男　議員

竹橋　和彦　議員
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竹
原
市
の
消
防
・
救
急

活
動
に
つ
い
て

質
問

①
竹
原
市
の
消
防
事
務
を

東
広
島
市
に
業
務
委
託
後
、

消
防
力
の
整
備
指
針
・
消

防
水
利
の
基
準
に
基
づ
く
、

現
行
整
備
状
況
は
。

　消
防
活
動
を
企
画
立
案

す
る
竹
原
市
の
機
関
や
専

門
的
な
知
識
・
技
能
者
は

い
ま
す
か
。

②
東
広
島
市
消
防
局
の
職

員
で
も
、
災
害
時
に
は
竹

原
市
長
（
災
害
本
部
長
）

の
命
で
活
動
で
き
ま
す
か
。

そ
の
法
的
根
拠
は
。

③
Ｐ
Ａ
連
携
（
救
急
・
消

防
）
活
動
と
基
準
は
。

答
弁
（
市
長
）

①
消
防
力
の
確
保
等
は
、

広
域
化
な
ど
効
率
的
な
消

防
行
政
の
推
進
で
努
め
ま

す
。

　
本
年
４
月
に
設
置
し
た

総
務
課
防
災
係
が
消
防
事

務
・
消
防
水
利
の
所
管
で

す
。

銀
行
跡
地
公
園
に
つ
い

て質
問

①
用
地
総
面
積
は
い
く
ら

か
。

②
土
地
購
入
総
額
は
い
く

ら
か
。

③
坪
あ
た
り
単
価
は
い
く

ら
か
。

④
土
地
鑑
定
会
社
は
ど
こ

か
。

⑤
何
処
が
依
頼
し
た
の
か
。

⑥
市
立
体
育
館
同
様
に
土

地
再
評
価
は
な
ぜ
行
わ
な

か
っ
た
の
か
。

答
弁
（
市
長
）

①
４
４
９
・
３
１
㎡
で
す
。

②
２
，
６
１
９
万
４
，
７

７
３
円
で
す
。

③
19
万
２
千
円
で
す
。

④
東
広
島
市
㈱
中
央
鑑
定

所
で
す
。

⑤
竹
原
市
で
す
。

⑥
契
約
年
度
と
同
年
度
に

鑑
定
評
価
を
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
特
に
時
点
修

正
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

部
活
動
外
部
指
導
者
派
遣

事
業
（
市
中
学
・
39
部
活

で
約
２
，
２
６
０
万
円
が

必
要
）
に
よ
る
教
員
労
働

時
間
の
負
担
軽
減
効
果
は
。

　旧
文
部
省
の
部
活
の
在

り
方
（
中
学
は
週
２
日
以

上
・
試
合
で
土
日
の
活
動

す
る
場
合
は
振
り
替
え
る

等
休
養
日
の
設
定
）
と
竹

原
市
の
現
状
・
対
策
は
。

答
弁
（
市
長
）

①
介
助
員
は
単
独
で
直
接

的
に
教
科
等
の
学
習
指
導

に
当
た
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
学
級
担
任
の
指

示
を
受
け
、
個
に
応
じ
た

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
教
務
事
務
支
援
員
を
１

名
か
ら
３
名
に
拡
充
、
学

校
徴
収
金
業
務
の
口
座
引

落
し
や
、
専
門
人
材
の
活

用
な
ど
に
取
組
ん
で
い
ま

す
。

　
部
活
の
負
担
軽
減
は
部

活
指
導
・
業
務
内
容
の
課

題
が
多
く
、
改
善
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
中
学
校
部
活
は
週
１
日

以
上
・
試
合
を
除
い
て
土

日
の
い
ず
れ
か
を
休
養
日

に
す
る
指
導
で
す
。

②
災
害
対
策
基
本
法
第
23

条
２
第
３
項
の
規
定
で
、

竹
原
消
防
署
長
が
本
部
員

で
従
事
し
ま
す
。

③
平
成
27
年
度
は
救
急
出

動
１
，
４
０
４
件
中
、
Ｐ

Ａ
連
携
は
１
０
８
件
で
す
。

　
実
施
対
象
と
な
る
も
の

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
心

肺
停
止
の
症
状
が
疑
わ
れ

る
場
合
、
救
急
隊
の
到
着

の
遅
れ
や
搬
送
の
困
難
が

予
測
さ
れ
る
場
合
な
ど
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

竹
原
市
教
育
行
政
と
教

職
員
の
長
時
間
過
密
労

働
の
解
消
に
つ
い
て

質
問

①
文
科
省
の
中
期
的
な
学

校
指
導
体
制
構
想
（
２
０

１
７
年
度
か
ら
10
年
間
）

に
よ
る
竹
原
市
の
発
達
障

害
、
い
じ
め
、
貧
困
な
ど

教
育
課
題
と
教
職
員
の
加

配
は
。

　発
達
障
害
の
児
童
に
き

め
細
か
な
学
習
支
援
で
き

る
教
員
免
許
有
資
格
者
の

配
置
は
さ
れ
ま
す
か
。

②
教
職
員
の
長
時
間
労
働

の
負
担
軽
減
策
（
文
科
省
）

と
竹
原
市
の
現
状
、
教
職

員
の
本
来
の
労
働
時
間
は
。

子
育
て
支
援
住
宅
に
つ

い
て

質
問

①
土
地
総
面
積
は
い
く
ら

か
。

②
土
地
金
額
は
い
く
ら
か
。

③
坪
あ
た
り
単
価
は
い
く

ら
か
。

④
市
立
体
育
館
解
体
積
算

を
鑑
定
会
社
が
行
っ
て
い

る
５
千
万
円
の
積
算
根
拠

は
。

⑤
鑑
定
会
社
が
解
体
積
算

し
た
他
の
事
例
は
あ
る
の

か
。

⑥
解
体
費
５
千
万
円
の
内
、

下
請
業
者
の
受
注
金
額
が

１
，
５
０
０
万
円
以
下
で

あ
る
事
は
あ
き
ら
か
で
あ

り
、
３
千
万
円
の
差
額
の

説
明
を
。

⑦
平
成
26
年
土
地
鑑
定
再

評
価
2.7
％
減
の
金
額
と
理

由
は
。

⑧
再
評
価
の
指
示
は
誰
か
。

答
弁
（
市
長
）

①
２
，
４
６
８
・
６
㎡
で

す
。

②
更
地
と
し
て
平
成
26
年

評
価
額
は
、
８
，
０
９
５

万
３
，
６
０
０
円
で
す
。

③
１
坪
あ
た
り
10
万
８
千

円
で
解
体
費
５
千
万
円
を

差
し
引
い
た
後
の
坪
単
価

は
、
３
万
７
千
円
で
す
。

④
解
体
費
５
千
万
円
は
国

土
交
通
省
鑑
定
評
価
基
準

に
基
づ
き
積
算
し
た
も
の

で
す
。

⑤
県
内
で
の
事
例
を
全
て

把
握
で
き
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
鑑
定
会
社
が
解
体
費

を
積
算
し
た
実
例
に
つ
い

て
は
、
３
件
あ
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

⑥
市
が
管
理
し
て
い
る
建

物
を
解
体
と
い
う
公
共
事

業
で
発
注
し
た
も
の
で
は

な
く
、
建
物
を
含
め
た
土

地
を
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

で
売
却
し
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
時
に
か
か
る
建
物
の

評
価
や
解
体
費
を
土
地
評

価
額
か
ら
控
除
し
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。

⑦
平
成
25
年
10
月
の
鑑
定

評
価
か
ら
期
間
が
経
過
し
、

固
定
資
産
評
価
基
準
に
よ

る
路
線
価
の
改
定
の
影
響

を
踏
ま
え
、
評
価
の
時
点

修
正
を
平
成
26
年
６
月
に

依
頼
し
た
も
の
で
、
２
２

４
万
６
千
円
の
減
額
で
あ

り
ま
す
。

⑧
竹
原
市
で
す
。

宇野　武則　議員

松本　　進　議員
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▶
藤
元
園
長
に
よ
る
説
明

▲ハウスでの小松菜の水耕栽培

▲小吹トンネル前

▲親耕橋付近

常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
当
委
員
会
で
は
、
平
成

28
年
８
月
29
日
㈪
に
所
管

事
務
調
査
と
し
て
中
国
芸

南
学
園
「
ち
ゅ
う
げ
い
」

で
行
わ
れ
て
い
る
水
耕
ハ

ウ
ス
栽
培
事
業
の
現
地
視

察
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
中
国
芸
南
学
園

内
に
お
い
て
、
藤
元
園
長

様
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
き
ま

し
た
。
学
園
の
歴
史
の
紹

介
を
始
め
と
す
る
内
容
か

ら
現
在
の
入
居
者
や
職
員

と
共
に
が
ん
ば
っ
て
い
る

障
害
者
の
活
動
の
お
話
を

聞
き
ま
し
た
。
そ
の
中
の

一
環
で
水
耕
ハ
ウ
ス
栽
培

事
業
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

民
生
都
市
建
設

常
任
委
員
会

　
当
委
員
会
で
は
、
平
成

28
年
７
月
21
日
㈭
に
６
月

で
の
経
緯
を
含
め
た
農
作

業
の
実
態
や
現
在
に
お
い

て
考
え
ら
れ
る
問
題
点
等

の
内
容
で
あ
り
ま
し
た
。

　
特
に
、
障
害
の
あ
る
方

が
地
域
で
の
自
立
を
目
指

し
て
い
く
た
め
の
生
活
支

援
や
就
労
支
援
事
業
に
お

い
て
、
作
業
を
し
て
い
る

方
の
工
賃
が
広
島
県
の
一

人
当
た
り
の
平
均
が
月
額

１
２
，
０
０
０
円
に
対
し

て
「
ち
ゅ
う
げ
い
」
の
平

均
工
賃
が
１
８
，
０
０
０

円
に
ま
で
少
し
ず
つ
上
が

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

反
面
、
作
業
し
て
い
る
方

の
年
齢
が
50
歳
を
過
ぎ
て

い
る
方
も
お
ら
れ
、
現
状

下
旬
の
大
雨
に
よ
る
災
害

の
現
地
視
察
を
し
ま
し
た
。

　
視
察
の
国
道
４
３
２
号

線
親
耕
橋
付
近
、
一
般
県

運
営
も
難
し
く
な
っ
て
き

て
い
る
と
の
事
で
し
た
。

　
ま
た
栽
培
品
も
今
は
小

松
菜
が
中
心
だ
が
、
そ
れ

だ
け
で
収
益
を
確
保
し
続

け
て
い
く
こ
と
が
出
来
る

の
か
と
い
う
不
安
が
あ
る

と
の
お
話
も
し
て
頂
き
ま

し
た
。

　
委
員
会
に
お
い
て
は
、

農
業
振
興
の
観
点
で
視
察

を
行
い
ま
し
た
が
、
園
長

先
生
や
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ

ん
か
ら
と
て
も
親
切
丁
寧

な
説
明
を
頂
き
、
水
耕
ハ

ウ
ス
栽
培
事
業
の
難
し
さ

を
学
ん
だ
と
と
も
に
、
障

害
の
あ
る
方
の
支
援
も
含

め
た
福
祉
の
在
り
方
も
考

え
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
貴

重
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
に
お
い
て
も
農
業

振
興
を
柱
と
し
、
農
業
従

事
者
や
新
規
農
業
の
推
進

な
ど
の
調
査
・
研
究
を
行

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
副
委
員
長　
川
本　
円

道
南
方
竹
原
線
鉄
塔
付
近
、

主
要
地
方
道
三
原
竹
原
線

小
吹
ト
ン
ネ
ル
前
、
市
道

渡
瀬
新
道
線
祈
願
寺
前
、

市
道
大
井
宿
根
線
沖
本
宅

前
の
５
か
所
は
、
平
成
28

年
６
月
に
被
災
し
た
も
の

で
あ
り
、
国
の
災
害
査
定

を
受
け
て
、
復
旧
工
事
に

入
る
と
い
う
こ
と
を
担
当

課
か
ら
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
大
雨
で
、

公
共
土
木
施
設
は
、
道
路

な
ど
１
３
６
ヶ
所
、
農
林

水
産
施
設
は
、
農
地
な
ど

31
ヶ
所
、
衛
生
施
設
は
、

我
元
行
共
同
墓
地
３
ヶ
所

が
被
災
し
て
い
る
そ
う
で

す
。

　
早
急
に
復
旧
工
事
を
完

了
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

に
、
ま
た
、
災
害
が
起
き

な
い
よ
う
に
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

民
生
都
市
建
設

　
　
　
　
常
任
委
員
会

副
委
員
長　
井
上
美
津
子
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9月定例会では議員発議により意見書を提出。
賛成多数により可決し、国・政府へ提出しました。

意見書

チーム学校推進法の早期制定を求める意見書
　グローバル化や生産年齢人口の減少などの社会や経済の急速な変化、学校現場が抱える課題が

複雑化・多様化する中、貧困問題への対応や保護者等からの要望への対応など、学校に求められ

る役割が拡大し、学校や教員だけでは解決できない課題が増大しています。それに伴い、教員の

勤務実態に関する国内外の調査からも、我が国における教員の長時間勤務の実態が明らかになっ

ており、待ったなしの改革が必要です。

　教員が、総合的な指導を担う日本の学校の特徴を生かしつつ、複雑化・困難化する課題に対応

できる「次世代の学校」を構築していく必要があることから、下記の項目について強く要望します。

記

１．…教職員体制の整備充実を図るとともに、専門職員や専門スタッフ等が学校運営や教育活動に

参画していく「チーム学校」の実現を図るため、チーム学校推進法を早期に成立をさせること。

２．…教員が担うべき業務に専念し、子どもと向き合う時間を確保するため、学校や教員が携わっ

てきた従来の業務を不断に見直し、教員の業務の適正化を促進すること。…

３．…部活動は、教員の負担軽減を図りつつ、部活動の指導を充実するため、休養日の設定を徹底

した上で、地域のスポーツ指導者や引退したトップアスリート、退職教員、運動部や文化部所

属の大学生等、地域の幅広い協力を得て行えるよう、環境整備を進めること。

４．…教員の長時間労働という働き方を見直し、心身ともに健康を維持できる職場づくりを推進す

るため、国は定期的な実態調査の実施やメンタルヘルス対策の推進を図ること。

チーム学校推進法の早期制定を求める意見書送付先
　衆議院議長… 大島　理森…様（〒100－8960　東京都千代田区永田町1-7-1　衆議院議事部請願課気付）

　参議院議長… 伊達　忠一…様（〒100－8961　東京都千代田区永田町1-7-1　参議院議事部請願課気付）

　内閣総理大臣… 安倍　晋三…様（〒100－8914　東京都千代田区永田町1-6-1　内閣府大臣官房気付）

　総務大臣… 高市　早苗…様（〒100－8926　東京都千代田区霞が関2-1-2　総務省大臣官房気付）

　文部科学大臣… 松野　博一…様（〒100－8959　東京都千代田区霞が関3-2-2　文部科学省大臣官房気付）
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9月定例会では議員発議により意見書を提出。
出席議員全員賛成により可決し、国・政府へ提出しました。

意見書

地方財政の充実・強化を求める意見書
　平成29年度の政府予算、地方財政の検討に当たっては、国民生活を犠牲にする財政とするので
はなく、歳入・歳出を的確に見積もり、人的サービスとしての社会保障予算の充実、地方財政の
確立をめざすために国において次の事項を実現されるよう強く要望する。

記

１．…子ども・子育て支援新制度、地域医療構想の策定、地域包括ケアシステム、生活困窮者自立
支援、介護保険制度や国民健康保険制度の見直しなど、急増する社会保障ニーズへの対応と人
材を確保するための社会保障予算の確保及び地方財政措置を的確に行うこと。
２．…地方交付税における「トップランナー方式」の導入は、地域によって人口規模・事業規模の
差異、各自治体における検討経過や民間産業の成長度合いの違いを無視して経費を算定するも
のであり、地方自治体と十分協議を行うこと。
３．…復興交付金、震災復興特別交付税などの復興に係る財源措置については、復興集中期間終了
後の2016（平成28）年度以降も継続すること。また、2015（平成27）年度の国勢調査を踏ま
えた人口急減・急増自治体の行財政運営に支障が生じることがないよう、地方交付税算定のあ
り方を引き続き検討すること。
４．…地域間の財源偏在性を是正するため、地方偏在性の小さい所得税・消費税を対象に国税から
地方税への税源移譲を行うなど、抜本的な解決策の協議を進めること。
　…同時に、各種税制の廃止、減税を検討する際には、自治体財政に与える影響を十分検証した上
で、代替財源の確保を初め、財政運営に支障が生じることがないよう対応すること。
５．…地方財政計画に計上されている「歳出特別枠」「重点課題対応分」及び「まち・ひと・しご
と創生事業費」については、自治体の財政運営に不可欠な財源となっていることから、現行水
準を確保すること。また、これらの財源措置について、臨時・一時的な財源から恒久的財源へ
と転換を図るため、社会保障、環境対策、地域交通対策など、経常的に必要な経費に振り替え
ること。
６．…地方交付税の財源保障機能・財源調整機能の強化を図り、市町村合併の算定特例の終了を踏
まえた新たな財政需要の把握、小規模自治体に配慮した段階補正の強化などの対策を講じるこ
と。

地方財政の充実・強化を求める意見書送付先
　衆議院議長… 大島　理森…様（〒100－8960　東京都千代田区永田町1-7-1　衆議院議事部請願課気付）
　参議院議長… 伊達　忠一…様（〒100－8961　東京都千代田区永田町1-7-1　参議院議事部請願課気付）
　内閣総理大臣… 安倍　晋三…様（〒100－8914　東京都千代田区永田町1-6-1　内閣府大臣官房気付）
　内閣官房長官… 菅　　義偉…様（〒100－8968　東京都千代田区永田町1-6-1　内閣官房気付）
　財務大臣… 麻生　太郎…様（〒100－8940　東京都千代田区霞が関3-1-1　財務省大臣官房気付）
　総務大臣… 高市　早苗…様（〒100－8926　東京都千代田区霞が関2-1-2　総務省大臣官房気付）
　経済産業大臣… 世耕　弘成…様（〒100－8901　東京都千代田区霞が関1-3-1　経済産業省大臣官房気付）
　経済財政政策担当大臣… 石原　伸晃…様（〒100－8914　東京都千代田区永田町1-6-1　内閣府大臣官房気付）
　地方創生担当大臣… 山本　幸三…様（〒100－8914　東京都千代田区永田町1-6-1　内閣府大臣官房気付）
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くわしくは会議録で…
　掲載されている一般質問や答弁は、要約したものです。本会議の内
容をくわしく知りたい方は会議録でわかります。
　市の議会事務局と竹原書院図書館に備えてありますので、ご利用下
さい。また、市のホームページにも掲載しています。

　　　　　http://www.city.takehara.lg.jp/

お 知 ら せ
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